
 

 転倒・転落事故は外傷や骨折につながり、患者に大きな影響を及ぼします。しかし、一方

で転倒転落防止の為に過剰な身体拘束を行うことは、患者の人権を侵害し、患者の身体能力

の低下にも大きく影響するため、バ

ランスのとれた管理を行いながら、

患者の評価・介助・見守りを強化す

る事が求められます。 

※発生割合はパーミル（‰） 

＜インシデントレベル分類＞ 

レベル０ エラーや医薬品・医療用具の不具合が見られたが、患者には実施されなかった場合
レベル１ エラーや医薬品・医療用具の不具合があり、患者に実施されたが、影響がなかった場合
レベル２ 患者のバイタルサインに変化が生じたり、検査の必要性が生じた場合
レベル3a　　軽微な治療や処置（消毒、湿布、鎮痛剤投与など）が必要となった場合
レベル3ｂ 濃厚な治療や処置（予定外の処置や治療、入院、入院期間延長など）が必要となった場合
レベル４ 永続的な後遺症が残る場合
レベル５ 死亡した場合（原疾患の自然経過によるものを除く）

インシデント

アクシデント

 

 

＜入院全体＞ 
Lv5 Lv4 Lv3b Lv3a Lv2 Lv1 Lv0 総数

2015年 0 0 0 5 16 22 3 46
2016年 0 0 0 9 24 21 4 58
2017年 0 0 3 13 27 24 1 68
2018年 0 0 2 10 52 41 1 106
2019年 0 0 0 11 44 36 3 94
2020年 0 0 1 7 34 33 1 76
2021年 0 0 2 7 26 18 1 54
2022年 0 0 3 8 33 30 3 77  

病院全体の転倒転落インシデント件数をみると、

全件数が2021年54件⇒202２年７７件に増加

しました。主に Lv1・2のインシデントが増加しています。 

 

入院患者の転倒転落
分子 転倒転落発生件数
分母 入院延べ日数
表示： 月平均



病院全体の　転棟転落インシデント発生頻度(入院延べ日数比)

Lv5 Lv4 Lv3b Lv3a Lv2 Lv1 Lv0 総計
Lv2以
下

Lv3a以
上

Lv3b以
上

延べ入
院日数

2015年 0 ‰ 0 ‰ 0 ‰ 2 ‰ 6 ‰ 8 ‰ 1 ‰ 17 ‰ 15 ‰ 2 ‰ 0 ‰ 27553
2016年 0 ‰ 0 ‰ 0 ‰ 3 ‰ 8 ‰ 7 ‰ 1 ‰ 20 ‰ 17 ‰ 3 ‰ 0 ‰ 28953
2017年 0 ‰ 0 ‰ 1 ‰ 5 ‰ 10 ‰ 9 ‰ 0 ‰ 25 ‰ 19 ‰ 6 ‰ 1 ‰ 26844
2018年 0 ‰ 0 ‰ 1 ‰ 4 ‰ 20 ‰ 16 ‰ 0 ‰ 41 ‰ 37 ‰ 5 ‰ 1 ‰ 25718
2019年 0 ‰ 0 ‰ 0 ‰ 4 ‰ 16 ‰ 13 ‰ 1 ‰ 35 ‰ 31 ‰ 4 ‰ 0 ‰ 27147
2020年 0 ‰ 0 ‰ 0 ‰ 3 ‰ 14 ‰ 14 ‰ 0 ‰ 31 ‰ 28 ‰ 3 ‰ 0 ‰ 24288
2021年 0 ‰ 0 ‰ 1 ‰ 3 ‰ 10 ‰ 7 ‰ 0 ‰ 21 ‰ 17 ‰ 3 ‰ 1 ‰ 26068
2022年 0 ‰ 0 ‰ 1 ‰ 3 ‰ 13 ‰ 12 ‰ 1 ‰ 30 ‰ 25 ‰ 4 ‰ 1 ‰ 26069  

発生頻度をみても、入院延べ日数が増加にもかかわらず、転倒転落インシデント件数は増加

した為、全体として増加しました。 

 Lv3a 以上の発生に

ついては、Lv3a(7件

→8件)、Lv3B（2件

→3件）と各１件増加

しましたが、発生頻度

に差はありませんで

した。Lv4以上の転倒

転落は発生していま

せん。 

  

 

 

 

 

＜一般急性期病棟＞ 
一般急性期病棟　転棟転落インシデント

Lv5 Lv4 Lv3b Lv3a Lv2 Lv1 Lv0 総数
2015年 0 0 0 2 0 7 0 9
2016年 0 0 0 3 5 6 0 14
2017年 0 0 1 7 1 8 1 18
2018年 0 0 0 5 11 9 0 25
2019年 0 0 0 8 16 5 0 29
2020年 0 0 0 4 11 8 0 23
2021年 0 0 1 3 1 4 0 9
2022年 0 0 2 5 12 6 0 25  

 

病棟別にみると、一般急性期病棟では、2020 年（23 件）⇒2021 年（9 件）に大きく

減少した総件数が、⇒2022 年（２５件）に増加しました。大きく増加したのは Lv2です。

Lv3bの濃厚な治療や処置（予定外の処置や治療、入院、入院期間延長など）が必要となっ

たインシデントは１件⇒２件に増加しました。 

 



一般急性期病棟　転棟転落インシデント発生頻度(入院延べ日数比)

Lv5 Lv4 Lv3b Lv3a Lv2 Lv1 Lv0 総計
Lv2以
下

Lv3a以
上

Lv3b以
上

延べ入
院日数

2015年 0 ‰ 0 ‰ 0 ‰ 1 ‰ 0 ‰ 4 ‰ 0 ‰ 6 ‰ 4 ‰ 1 ‰ 0 ‰ 15880
2016年 0 ‰ 0 ‰ 0 ‰ 2 ‰ 3 ‰ 4 ‰ 0 ‰ 9 ‰ 7 ‰ 2 ‰ 0 ‰ 15932
2017年 0 ‰ 0 ‰ 1 ‰ 5 ‰ 1 ‰ 6 ‰ 1 ‰ 13 ‰ 7 ‰ 6 ‰ 1 ‰ 14305
2018年 0 ‰ 0 ‰ 0 ‰ 4 ‰ 9 ‰ 7 ‰ 0 ‰ 19 ‰ 16 ‰ 4 ‰ 0 ‰ 12859
2019年 0 ‰ 0 ‰ 0 ‰ 5 ‰ 11 ‰ 3 ‰ 0 ‰ 20 ‰ 14 ‰ 5 ‰ 0 ‰ 14627
2020年 0 ‰ 0 ‰ 0 ‰ 3 ‰ 9 ‰ 6 ‰ 0 ‰ 18 ‰ 15 ‰ 3 ‰ 0 ‰ 12521
2021年 0 ‰ 0 ‰ 1 ‰ 2 ‰ 1 ‰ 3 ‰ 0 ‰ 6 ‰ 4 ‰ 3 ‰ 1 ‰ 13988
2022年 0 ‰ 0 ‰ 1 ‰ 4 ‰ 9 ‰ 4 ‰ 0 ‰ 18 ‰ 13 ‰ 5 ‰ 1 ‰ 13988  

発生頻度をみても、件数と同様の

傾向がみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜回復期リハビリテーション病棟＞ 

回復期リハビリテーション病棟　転棟転落インシデント

Lv5 Lv4 Lv3b Lv3a Lv2 Lv1 Lv0 総数
2015年 0 0 0 3 16 15 3 37
2016年 0 0 0 6 19 15 4 44
2017年 0 0 2 6 26 16 0 50
2018年 0 0 2 5 41 32 1 81
2019年 0 0 0 3 28 31 3 65
2020年 0 0 1 3 23 25 1 53
2021年 0 0 1 4 25 14 1 45
2022年 0 0 1 3 21 24 3 52  

回復期リハビリテーション病棟においても、全体として転落インシデント件数が増加し

2020年の件数に戻りました。 

回復期リハビリテーション病棟　転棟転落インシデント発生頻度(入院延べ日数比)

Lv5 Lv4 Lv3b Lv3a Lv2 Lv1 Lv0 総計
Lv2以
下

Lv3a以
上

Lv3b以
上

延べ入
院日数

2015年 0 ‰ 0 ‰ 0 ‰ 3 ‰ 14 ‰ 13 ‰ 3 ‰ 32 ‰ 29 ‰ 3 ‰ 0 ‰ 11673
2016年 0 ‰ 0 ‰ 0 ‰ 5 ‰ 15 ‰ 12 ‰ 3 ‰ 34 ‰ 29 ‰ 5 ‰ 0 ‰ 13021
2017年 0 ‰ 0 ‰ 2 ‰ 5 ‰ 21 ‰ 13 ‰ 0 ‰ 40 ‰ 33 ‰ 6 ‰ 2 ‰ 12539
2018年 0 ‰ 0 ‰ 2 ‰ 4 ‰ 32 ‰ 25 ‰ 1 ‰ 63 ‰ 58 ‰ 5 ‰ 2 ‰ 12859
2019年 0 ‰ 0 ‰ 0 ‰ 2 ‰ 22 ‰ 25 ‰ 2 ‰ 52 ‰ 50 ‰ 2 ‰ 0 ‰ 12520
2020年 0 ‰ 0 ‰ 1 ‰ 3 ‰ 20 ‰ 21 ‰ 1 ‰ 45 ‰ 42 ‰ 3 ‰ 1 ‰ 11767
2021年 0 ‰ 0 ‰ 1 ‰ 3 ‰ 21 ‰ 12 ‰ 1 ‰ 37 ‰ 33 ‰ 4 ‰ 1 ‰ 12080
2022年 0 ‰ 0 ‰ 1 ‰ 2 ‰ 17 ‰ 20 ‰ 2 ‰ 43 ‰ 40 ‰ 3 ‰ 1 ‰ 12081  

 



 

発生頻度でも件数と同

様の傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


